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BASF SE
BASF SEは化学製品の提供に従事している。化学、材料、産業ソリューション、表面技術、栄養とケ
ア、農業ソリューション、その他のセグメントを通じて運営されている。化学品セグメントは、石油化
学製品および中間体を供給している。材料セグメントには、プラスチックおよびプラスチック加工産
業向けの無機基礎製品および専門品だけでなく、イソシアネートおよびポリアミドも含まれる。イン
ダストリアルソリューションズセグメントは、ポリマー分散液、顔料、樹脂、電子材料、酸化防止剤、
添加剤などの産業用途向けの成分と添加剤を開発および販売している。表面技術セグメントは、触
媒とコーティング部門で表面用の化学溶液をバンドルしている。栄養とケアのセグメントは、栄養、
家庭、パーソナルケアの分野での消費者向けアプリケーション向けの成分とソリューションで構成さ
れている。農業ソリューションセグメントは、殺菌剤、除草剤、殺虫剤、生物学的作物保護製品、種
子、種子処理製品で構成されている。その他のセグメントは、商品取引、エンジニアリングおよびそ
の他のサービス、ならびに賃貸収入およびリースに焦点を当てている。同社は1865年4月6日に設
立され、本社はドイツのルートヴィヒスハーフェンアムラインにある。

2019-01-31

日付 時間 ニュース
2020/05/27 - 鉱業化学品市場の包括的な調査2020トッププレーヤー

2020/05/27 - 石油およびガス殺生物剤市場（COVID-19更新）BASF、Evonik、The 
Dow、Croda、Solvayの主要企業による2020-26年の予測

2020/05/27 - 2020 Covid-19アルキルポリグルコシド（APG）グローバル市場分析
への影響DuuPont、ヘンケル、上海ファインケミカル、BASF SE

2020/05/27 - 繊維強化プラスチック（FRP）複合材料市場（COVID-19更新）BASF、
デュポン、PPG、プレミックス、AOC、ハンツマンの主要プレーヤーに
よる予測2020-26

2020/05/26 - 溶剤市場は、BASF SE、エクソンモービル株式会社、ダウケミカルズ、
丸善石油化学、シェルケミカルズのトッププレーヤーで世界的に活
況を呈している

2020/05/23 - 脂肪酸市場2020ビジネスシナリオ– BASF SE、Fmc Corporation、
Dow Chemical Company、Koninklijke Dsm Nv

2020/05/22 - BASF、2020年第1四半期は増収減益｜週刊粧業オンライン

N評:

BASFは、ウェットエンドペーパーおよびウォーターケミカルズのビジネスをソレニスと合併す
る。取引は規制当局の承認を待って、年末までに完了する予定。条件は明らかにされなかっ
た。

M&A

※2020年の数字は既発表の四半期業績を単純に12か月換算したもの。

※理論値は過去の一株当たり利益と株価の関係を今期の予想一株当たり利益に適用して算出。

NN

フリーキャッシュフローは売上高の6.1%と低く、ネット有利子負債はフリーキャッシュ
フローの4.9倍と中程度であるため下から二番目の評価。株価は下落しており13ドル。
予想一株当たり利益をもとに計算した理論値は19ドル。


